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行
政
報
告

財
政
改
革
・
行
政
改
革
・
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

２
月
定
例
議
会
が
２
月
25
日
か
ら
開
か
れ
、
島
村
俊
一
市
長
と
日
下
弘
海
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市
長
部
局

　「
財
政
改
革
・
行
政
改
革
・
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」、
こ
れ
が
「
住

ん
で
よ
か
っ
た
瀬
戸
内
市
」
を
つ
く

る
基
本
で
す
。

　
百
年
に
一
度
と
い
う
未
曾
有
の
不

況
の
中
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
「
市

民
第
一
、
現
地
現
物
と
い
っ
た
現
場

第
一
主
義
で
顔
の
見
え
る
行
政
、
す

な
わ
ち
市
民
に
一
番
近
い
市
長
」
を

目
指
し
、
そ
し
て
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
合
併
後
の
平
成
17
年
度
に
お
い
て
、

基
本
構
想
は
平
成
27
年
度
を
目
標
年

次
と
し
、
そ
の
前
期
の
平
成
18
年
度

か
ら
22
年
度
ま
で
の
基
本
計
画
で
構

成
す
る
「
瀬
戸
内
市
総
合
計
画
」
を

策
定
し
、
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　
経
済
情
勢
の
著
し
い
変
化
や
行
財

政
改
革
に
よ
る
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
、
１
年
前
倒
し
を
し
て
市
総

合
計
画
を
改
訂
し
ま
す
。
平
成
21
年

度
内
に
基
本
構
想
や
基
本
計
画
を
議

会
に
諮
れ
る
よ
う
改
訂
作
業
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
策
定
し
て
い
る
「
瀬

戸
内
市
行
政
改
革
大
綱
」・「
瀬
戸
内

市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
推
進
期
間
が
、

平
成
21
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
21
年
度
に
第
２
次
行

政
改
革
大
綱
等
を
策
定
し
ま
す
。

　
景
気
後
退
下
で
の
生
活
者
の
不
安

に
き
め
細
か
く
対
処
す
る
た
め
、
家

計
へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
実
施
さ
れ

る
定
額
給
付
金
に
関
し
、
基
準
日
で

あ
る
２
月
１
日
現
在
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
本
市
の
対
象
と
な
る
世
帯
は

１
万
４
、９
５
０
世
帯
。
給
付
金
が
２

万
円
と
な
る
18
歳
以
下
の
人
や
65
歳

以
上
の
人
は
１
万
７
、４
７
７
人
。
給
付

金
が
１
万
２
千
円
と
な
る
人
は
２
万

２
、１
８
７
人
。
給
付
総
額
は
、
６
億

１
、５
７
８
万
４
千
円
と
試
算
し
て
い

ま
す
。

　
１
月
23
日
に
「
定
額
給
付
金
事
業

に
係
る
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
、
関

係
部
署
と
連
携
し
、
円
滑
な
事
務
が

遂
行
で
き
る
よ
う
に
、
対
応
す
る
庁

内
の
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

　
本
市
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
の
動
向
も
見
極
め
な
が
ら
、
財
政

の
健
全
化
に
努
め
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
環
境
、
教
育

施
策
な
ど
の
円
滑
な
実
施
を
行
う
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
、
予
算
配
分
の

重
点
化
・
効
率
化
に
よ
る
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
予
算
編
成
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
の
う
ち
、

市
税
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
景
気

後
退
が
続
く
中
で
、
企
業
の
業
績
悪

化
な
ど
か
ら
対
前
年
比
４
・
７
％
（
２

億
１
、
７
７
５
万
円
）
の
減
と
し
、

特
に
市
民
税
の
う
ち
法
人
分
に
つ
い

て
は
、
対
前
年
比
38
・
９
％
（
１
億

８
、
６
８
８
万
２
千
円
）
の
減
の
予

算
計
上
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
に
基

づ
き
特
別
枠
と
し
て
１
兆
円
が
増
額

さ
れ
た
も
の
の
、
地
方
財
源
の
不
足

市
総
合
計
画
及
び
行
政
改
革
大
綱

な
ど
の
見
直
し

定
額
給
付
金
支
給
に
対
応
す
る

庁
内
の
体
制
整
え
る

平
成
21
年
度
当
初
予
算
は
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
心
掛
け
る

に
対
処
す
る
た
め
大
幅
に
増
加
と
な

っ
た
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
か
ら
対

前
年
比
０
・
９
％
（
４
千
万
円
）
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
、
性
質
別

で
は
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
）は
、
67
億
６
、９
２
５
万
円
で

全
体
の
49
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
人
件
費
は
対
前
年
比
減
額
で

す
が
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
増
加
に
よ

り
全
体
と
し
て
対
前
年
比
１
・
２
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
物
件
費
、
維
持
補

修
費
、補
助
費
等
な
ど
を
合
算
し
た
そ

の
他
の
経
費
は
、
55
億
８
９
３
万
円
で
、

構
成
比
は
40
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
市
道
南
北
線
新
設
事
業
費
、
美

術
館
・
図
書
室
整
備
に
伴
う
事
業
費

な
ど
の
継
続
事
業
を
計
上
す
る
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
の
た
め
の
事
業

と
し
て
、
牛
窓
東
小
学
校
体
育
館
耐

震
補
強
に
要
す
る
経
費
、
小
学
校
・

中
学
校
耐
震
補
強
工
事
設
計
業
務
に

要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
、

１
３
５
億
５
、６
３
４
万
８
千
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
５
億
９
、６
５
７

万
５
千
円
の
増
、
率
に
し
て
４
・
６
％

増
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
延
長
に
つ

い
て
、
平
成
21
年
７
月
か
ら
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
制
度
を
新
設
し

ま
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
小
学
校
１
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生

徒
に
対
し
、
医
療
費
助
成
を
す
る
も

の
で
す
。
通
常
医
療
機
関
に
支
払
う

医
療
費
は
３
割
で
す
が
、
そ
れ
を
１

割
負
担
と
し
、
残
り
を
助
成
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
医
療
・
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
・
老
人
医
療
（
単
県
）
に
つ
い

て
も
１
割
の
受
益
者
負
担
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
同
様
な
率
の
助
成
と
し

ま
し
た
。

　
資
源
の
再
利
用
や
ご
み
の
減
量
化

を
目
的
と
し
て
、
自
主
的
に
資
源
ご

み
回
収
活
動
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
報
奨
金
を

交
付
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
く
、

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
回
収
対
象
品

目
で
あ
る
古
紙
類
、
繊
維
類
、
金
属

類
（
ス
チ
ー
ル
缶
）
の
う
ち
、
逆
有

償
と
し
て
回
収
業
者
に
運
賃
や
処
理

費
な
ど
の
手
数
料
を
支
払
っ
た
品
目

に
つ
い
て
の
み
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
10
円
を
限
度
と
し
て
、
実
費
相

当
額
を
報
奨
費
と
し
て
支
払
う
こ
と

に
し
ま
す
。

　
定
額
給
付
金
事
業
と
併
せ
て
、
政

府
で
は
厳
し
い
経
済
情
勢
下
に
お
い
て
、

多
子
世
帯
の
子
育
て
負
担
に
対
す
る

配
慮
と
し
て
、
第
二
子
以
降
の
児
童
に
、

一
人
当
た
り
３
万
６
千
円
を
支
給
す

る
「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
試
算
で
は
本
市
の
支
給
対
象
児
童

数
は
、
約
６
０
０
人
、
給
付
総
額
約

２
、
１
６
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
の
事
業
着
手
か
ら
既

に
３
年
が
経
過
し
、
昨
年
９
月
に
南

北
大
橋
の
架
橋
が
完
成
す
る
と
と
も

に
道
路
部
の
工
事
が
大
き
く
前
進
し

て
い
ま
す
。

　
事
業
凍
結
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
ま
で
に
既
に
約
７
億
９

千
万
円
、
平
成
20
年
度
を
含
め
る
と

10
億
円
を
超
え
る
巨
費
が
投
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
仮
に
凍
結
・
中
止
を
す

る
と
、
補
助
金
や
起
債
な
ど
事
業
費

の
ほ
と
ん
ど
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
事
業
半
ば
を
過
ぎ
た
現
時
点

で
の
凍
結
・
中
止
は
誠
に
非
現
実
的

で
す
。

　
今
後
の
方
針
を
考
え
た
場
合
、
事

業
計
画
を
進
め
る
こ
と
で
、
完
成
後

の
道
路
活
用
を
含
め
た
沿
線
の
秩
序

あ
る
開
発
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
残
さ
れ
た
方
針
で
あ
る
と
苦

渋
の
選
択
を
し
た
次
第
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
道
路
部
の
工
事
に
着

手
し
、
道
路
総
延
長
４
、１
３
０
　
の

う
ち
、
約
３
、５
０
０
 
の
土
木
工
事

を
施
工
中
。
平
成
21
・
22
年
度
で
土
木
・

舗
装
工
事
を
行
い
、
23
年
３
月
の
完

成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

定
額
給
付
金
事
業
と
併
せ
て
子
育

て
応
援
特
別
手
当
を
支
給

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
制
度
を
新
設

資
源
ご
み
回
収
推
進
団
体
の
報
奨
金

市
道
南
北
線
は
平
成
23
年
３
月
の

完
成
を
目
指
す
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行政報告

は
か

子育て応援特別手当は子育て世帯を応援
しています


